
新
聞
記
事
や
中
学
生
の
発

表
で
は
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。

今
の
社
会
に
こ
そ
、
こ
の

施
設
は
必
要
だ
と
思
う
。

学
園
の
解
散
は
非
常
に
残

念
に
思
う
。

成
人
式
に
も
卒
園
者
が
出

席
し
、
仁
淀
川
町
を
第
二
の

故
郷
と
し
、
山
村
で
の
生
活

を
心
の
支
え
と
し
て
い
る
。

施
設
利
用
は
、
設
立
者
鈴

木
康
正
先
生
の
趣
旨
に
沿
う

利
用
を
。

自
然
学
園
は
20
年
の
歴
史

で
、
入
園
者
は
現
在
数
人
。

町
の
委
託
料
や
事
業
収
入
だ

け
で
は
、
運
営
が
厳
し
い
。

新
し
い
公
益
法
人
制
度
に

移
行
や
経
営
見
通
し
な
ど
財

団
法
人
と
し
て
経
営
は
困
難
。

県
と
の
協
議
で
、
24
年
度
末

で
の
解
散
が
決
定
さ
れ
た
。

施
設
利
用
は
、
鈴
木
先
生

の
趣
旨
を
大
事
に
取
り
組
む
。

自
然
学
園
は
新
聞
の
声
ひ

ろ
ば
に
、
山
村
留
学
を
終
え

た
保
護
者
か
ら
お
礼
の
手
紙

の
一
部
が
紹
介
さ
れ
、
本
年

も
中
学
生
の
主
張
で
発
表
も

あ
っ
た
。
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入
学
生
に
食
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
り
、
給
食
の
対
応
が
で

き
な
か
っ
た
と
聞
く
が
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童

生
徒
に
対
し
、
保
護
者
と
の

面
談
で
意
見
を
聞
き
対
応
し

て
い
く
。

本
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は

オ
ー
ル
電
化
設
備
で
、
調
理

を
行
っ
て
い
る
。

給
食
は
個
々
に
対
応
で
き

る
設
備
を
早
急
に
。

現
場
で
状
況
に
合
わ
せ
た

努
力
を
し
て
い
く
。

問

橋
　
本

答

大
野
教
育
長

問

橋
　
本

答

教
育
長

問

橋
　
本

答

教
育
長

問

橋
本
眞
一

答

教
育
長

問

橋
　
本

答

教
育
長

答 24年度末解散

池川自然学園

21
年
に
中
学
生
模
擬
議
会

を
開
催
し
た
が
、
そ
の
後
は
。

学
校
再
編
も
あ
り
、
中
学

生
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
、

夏
休
み
で
も
実
施
で
き
る
の

で
は
。

行
政
に
対
し
て
、
中
学
生

の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
大
事

な
こ
と
で
、
校
長
会
で
も
来

年
度
初
め
に
実
施
し
て
は
と

協
議
中
で
あ
る
。

池川自然学園 下土居・竹の谷集会所

食アレルギーには

意見を聞き対応答

中学生模擬議会

協議中答



下
土
居
、
竹
ノ
谷
集
会
所

は
町
営
住
宅
関
連
整
備
事
業

で
建
設
さ
れ
、
30
年
が
経
ち

傷
み
も
目
立
つ
。

避
難
場
所
で
も
あ
り
、
テ

レ
ビ
も
冷
蔵
庫
も
無
い
、
改

修
や
備
品
の
設
置
は
で
き
な

い
か
。

町
営
住
宅
の
共
同
施
設
集

会
所
で
、
位
置
づ
け
に
問
題

が
あ
る
。
集
会
所
条
例
に
基

づ
く
施
設
で
は
な
い
、
地
区

管
理
施
設
で
も
な
い
、
共
同

施
設
を
廃
止
し
て
地
区
集
会

所
建
築
も
考
え
ら
れ
る
が
、

用
途
廃
止
、
変
更
は
国
、
県

の
協
議
が
必
要
。

協
同
施
設
の
た
め
、
改
修
、

備
品
の
購
入
に
は
、
現
状
で

は
難
し
い
。
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問

橋
　
本

答

町
　
長

答 困難

専用グラウンドは

学
校
給
食
は
何
食
以
上
な

い
と
で
き
な
い
の
か
。

一
定
量
な
い
と
衛
生
管
理

基
準
で
決
ま
っ
て
い
る
加
熱

処
理
が
で
き
な
い
状
況
か
ら
、

150
食
で
設
定
し
て
い
る
。

９
月
に
給
食
が
ス
ト
ッ
プ

し
た
。
10
食
程
度
下
回
る
場

合
は
、
給
食
を
止
め
な
い
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

行
事
の
都
合
や
わ
ず
か
な

不
足
の
場
合
工
夫
し
、
給
食

を
止
め
な
い
努
力
を
し
た
い
。

町
の
球
技
大
会
は
、
今
後

ど
う
実
施
す
る
の
か
。

今
の
種
目
に
テ
ニ
ス
種
目

も
追
加
し
て
、
町
内
で
一
本

化
し
て
実
施
し
た
い
。

県
を
代
表
す
る
高
知
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
も
半
分

以
上
が
本
町
出
身
の
選
手
。

町
に
あ
る
グ
ラ
ン
ド
は
中
途

半
端
な
広
さ
だ
。

大
崎
の
国
民
運
動
場
に
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
専
用
グ
ラ
ン
ド

を
作
る
考
え
は
。

強
い
有
名
な
チ
ー
ム
が
来

て
く
れ
て
い
る
な
ど
、
大
事

な
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

町
を
上
げ
て
取
り
組
む
。

グ
ラ
ン
ド
の
広
さ
を
こ
れ

以
上
確
保
す
る
の
は
困
難
。

問

西
森
久
雄

答

大
野
教
育
長

問

西
森
（
久
）

答

教
育
長

問

西
森
（
久
）

答

教
育
長

答

教
育
長

問

西
森
（
久
）

集会所への備品は

現状では難しい答

給食を止めないよう

努力する答

国民運動場（大崎） 給食センター（内部）



ま
ち
づ
く
り
構
想
は
、
青

写
真
を
作
り
議
論
し
造
る
も

の
と
考
え
る
が
。

庁
舎
は
合
併
支
援
措
置
の

終
わ
る
27
年
ま
で
に
建
設
を

考
え
て
い
る
。
学
校
再
編
の

方
向
が
ま
と
ま
れ
ば
診
療
所
、

保
育
所
な
ど
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
検
討
す
る
。

限
ら
れ
た
土
地
で
の
ま
ち

づ
く
り
、
大
事
な
時
期
と
思

う
。庁

舎
建
設
は
悔
い
の
残
ら

な
い
形
に
し
た
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

建
設
は
、
土
地
が
見
当
た
ら

な
い
こ
と
で
、
今
設
計
中
の

場
所
と
決
ま
っ
た
が
、
一
年

も
た
た
な
い
内
に
吾
川
中
跡

の
広
い
場
所
が
話
と
し
出
て

き
た
。

構
想
も
行
き
当
た
り
ば
っ

た
り
の
感
が
す
る
が
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
構
想
は
。

社
協
事
務
所
な
ど
の
移
転

は
、
未
確
定
要
素
を
含
み
な

が
ら
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

利
用
者
に
不
便
を
か
け
て
お

り
早
期
整
備
の
必
要
性
が
あ

り
取
り
組
み
と
な
っ
た
。
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９
月
議
会
で
中
学
校
再
編

は
仁
淀
、
池
川
中
学
校
を
活

用
。小

学
校
は
再
編
協
議
を
進

め
る
時
期
と
あ
っ
た
が
、
空

き
施
設
、
土
地
の
有
効
利
用

の
考
え
は
。

平
地
の
少
な
い
本
町
で

は
、
計
画
の
良
し
、
悪
し
が

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
。

学
校
再
編
や
庁
舎
建
設
に
伴

い
整
備
配
置
計
画
が
必
要
。

庁
舎
建
設
候
補
地
は
、
大

崎
保
育
所
周
辺
、
吾
川
中
跡

地
も
複
数
の
施
設
の
整
備
で

は
十
分
な
広
さ
で
は
な
い
。

問

片
岡
政
徳

答

町
　
長

問

片
　
岡

答

町
　
長

答

町
　
長

学
校
再
編
が
ま
と
ま
れ
ば

構
想
の
青
写
真
は

答

本
庁
舎
建
設
は
本
庁
方
式

の
考
え
だ
が
、
分
庁
方
式
を

望
む
声
も
多
い
。

仁
淀
支
所
が
建
替
な
ら
関

連
が
あ
る
が
、
検
討
は
。

仁
淀
支
所
の
整
備
は
、
最

適
な
位
置
、
形
の
整
備
を
地

域
の
声
を
聞
き
検
討
。

公
共
施
設
の
木
造
化
が
言

わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
施

設
へ
の
取
り
入
れ
は
。

可
能
な
限
り
公
共
施
設
の

木
造
化
、
内
装
材
な
ど
も
町

産
材
を
積
極
的
に
使
用
す
る
。

問

片
　
岡

答

町
　
長

問

片
　
岡

答

町
　
長

問

片
　
岡

道
路
標
識
は
旧
池
川
町
の

中
心
部
の
行
き
先
が
、
土
居

甲
で
な
じ
ま
な
い
と
言
う
声

問

片
　
岡

も
あ
る
。

仁
淀
川
町
土
居
甲
、
乙
を
、

仁
淀
川
町
池
川
に
大
字
名
の

変
更
は
で
き
な
い
か
。

地
方
自
治
法
260
条
の
規
定

で
、
議
会
の
議
決
を
得
て
県

知
事
に
届
け
と
な
る
。

合
併
協
議
会
で
、
旧
町
村

名
を
残
す
と
新
町
の
一
体
性

を
欠
く
と
い
う
経
緯
で
残
さ

な
い
こ
と
に
決
定
し
た
。

変
更
の
場
合
、
免
許
証
、

戸
籍
、
住
民
票
な
ど
の
変
更

手
続
き
、
国
土
調
査
で
は
、

地
権
者
全
員
か
ら
、
地
番
変

更
の
同
意
が
必
要
、
同
意
が

な
け
れ
ば
飛
び
地
で
残
る
。

答

町
　
長

地名変更は

地権者の同意答

梼原町庁舎

土居甲地区


